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﨑
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教
科
書
の
特
色

論
理
的
な
思
考
力
と
表
現
力
を
養
う
現
代
文
編

■ 

評
論
は
充
実
の
18
教
材
。
現
代
社
会
の
諸
問
題
を
論
じ
た
文
章
を
豊
富
に
収
録
し
ま
し
た
。

■ 

小
論
文
形
式
の
課
題
を
提
示
し
た
評
論
教
材
「〈
い
ま
〉
を
読
む
」
を
特
設
し
ま
し
た
。

■ 「〈
い
ま
〉
を
読
む
」
の
学
習
を
ふ
ま
え
、文
章
に
ま
と
め
る
方
法
を
考
え
る
小
教
材
「
読
解
か
ら
表
現
へ
」
を
設
定
し
ま
し
た
。

多
様
な
言
語
活
動
が
展
開
で
き
る
実
践
的
な
表
現
編

■ 「
教
室
で
と
も
に
学
ぶ
」
と
い
う
こ
と
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
多
様
な
活
動
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ま
し
た
。

指
導
に
役
立
つ
資
料
と
学
習
を
助
け
る
教
材
類

■  

指
導
書
に
は
、
教
材
研
究
や
評
価
に
活
用
で
き
る
資
料
は
も
ち
ろ
ん
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
・
テ
ス
ト
問
題
・
補
充
教
材
な
ど
を

豊
富
に
収
録
し
ま
し
た
。

■ 「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
に
」
を
新
設
し
、
主
体
的
・
対
話
的
に
学
び
を
深
め
る
学
習
活
動
案
を
示
し
ま
し
た
。

現
代
文
編

表
現
編

指
導
書
・
教
材

教
科
書
の
編
集
方
針

1  

自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
意
欲
を
喚
起
し
、
国
際
社
会
に
生
き
る
言
語
力
を
養
う
。

2  

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
の
見
方
、
考
え
方
に
向
き
合
い
、
視
野
を
広
げ
、
想
像
力
や
感
性
を
磨
く
。

3  

言
語
文
化
の
諸
側
面
を
幅
広
く
取
り
上
げ
、
日
本
の
伝
統
的
な
文
化
の
今
日
的
意
義
を
知
り
、
言
語
生
活

を
豊
か
に
す
る
。

4  

日
常
生
活
に
お
い
て
論
理
的
に
表
現
す
る
力
を
身
に
つ
け
、高
度
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
培
う
。
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文章にまとめる方法を考える小教材「読解から表現へ」

1 

ス
ピ
ー
チ
を
す
る　
対
話
型
ス
ピ
ー
チ

2 

話
し
合
い
を
す
る　
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

3 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る　
五
枚
の
フ
リ
ッ
プ
を
使
っ
て

4 

デ
ィ
ベ
ー
ト
を
す
る　
マ
イ
ク
ロ
デ
ィ
ベ
ー
ト

5 

随
筆
を
書
く　
一
枚
の
写
真
か
ら

6 

手
紙
を
書
く　
依
頼
の
手
紙

7 

レ
ポ
ー
ト
を
書
く　
見
取
り
図
を
も
と
に
し
て

8 

意
見
文
を
書
く　
新
聞
投
書

9 

情
報
を
読
む　
統
計
資
料
の
読
み
方
・
扱
い
方

10 

広
告
を
読
む　
実
用
的
な
文
章

新

論
理
的
な
思
考
力
と
表
現
力
を
養
う
現
代
文
編

現
代
文
編

小論文形式の課題を提示した評論教材「〈いま〉を読む」

常
用
漢
字
表
／
近
現
代
文
学
史
年
表
／

な
い
も
の
、
あ
り
ま
す

 

　
ク
ラ
フ
ト
・
エ
ヴ
ィ
ン
グ
商
會

付
録

表
現
編

現
代
文
編

 
 

マ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
の
知
恵 （
岩
井
克
人
）経
済
論

︿
い
ま
﹀を
読
む 

３　

な
ぜ
私
た
ち
は
労
働
す
る
の
か （
内
田
樹
）労
働
論

 
 

４　

夢
は
何
語
で
見
る
？ （
多
和
田
葉
子
）比
較
文
化
論

 
 

 

読
解
か
ら
表
現
へ
２
　
課
題
文
型
小
論
文

 

評
論
…
…
三 

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
光
と
影 （
小
熊
英
二
）グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
論

 
 

人
と
し
て
共
感
で
き
る
も
の （
橋
本
治
）芸
術
論

 
 

想
像
し
物
語
る
こ
と （
大
江
健
三
郎
）文
学
論

 

小
説
…
…
三 

富
嶽
百
景 （
太
宰
治
）

 
 

夢
十
夜 （
夏
目
漱
石
）

 
 

 

◆
文
学
の
扉
　
甘
党
　
漱
石

 

評
論
…
…
四 

情
報
の「
メ
タ
」化 （
外
山
滋
比
古
）情
報
論

 
 

見
る
│
考
え
る （
大
森
荘
蔵
）認
識
論

 
 

美
を
求
め
る
心 （
小
林
秀
雄
）芸
術
論

■  

現
代
評
論
を
読
む
た
め
に
　

■  

読
書
の
扉

新

七

新

新

新

八九

 

随
想・評
論 

本
を
読
む
と
路
に
迷
う （
朝
吹
真
理
子
）読
書
論

 
 

あ
り
の
ま
ま
の
世
界
は
見
え
な
い （
田
中
真
知
）認
識
論

 
 

水
の
東
西 （
山
崎
正
和
）比
較
文
化
論

 

小
説
…
…
一 

羅
生
門 （
芥
川
龍
之
介
）

 
 

 

◆
文
学
の
扉
　「
羅
生
門
」の
書
き
方

 
 

予
感 （
青
山
七
恵
）

 

評
論
…
…
一 

ネ
ッ
ト
が
崩
す
公
私
の
境 （
黒
崎
政
男
）メ
デ
ィ
ア
論

 
 

も
の
と
こ
と
ば （
鈴
木
孝
夫
）言
語
論

 
 

自
然
を
め
ぐ
る
合
意
の
設
計 （
関
礼
子
）環
境
論

︿
い
ま
﹀を
読
む 

１　

子
ブ
タ
と
未
来 （
中
村
安
希
）国
際
交
流
論

 
 

２　

生
物
と
無
生
物
の
あ
い
だ （
福
岡
伸
一
）生
命
論

 
 

 

読
解
か
ら
表
現
へ
１
　
テ
ー
マ
型
小
論
文

 

詩
歌 

甃
の
う
へ （
三
好
達
治
）

 
 

死
な
な
い
蛸 （
萩
原
朔
太
郎
）

 
 

サ
フ
ラ
ン （
新
川
和
江
）

 
 

崖 （
石
垣
り
ん
）

 
 

そ
の
子
二
十

│
短
歌
二
十
一
首 （
与
謝
野
晶
子
ほ
か
）

 
 

い
く
た
び
も

│
俳
句
二
十
一
句 （
正
岡
子
規
ほ
か
）

 
 

 

◎
今
日
の
短
歌
／
今
日
の
俳
句 

 

小
説
…
…
二 

灰
色
の
月 （
志
賀
直
哉
）

 
 

待
ち
伏
せ （
テ
ィ
ム・オ
ブ
ラ
イ
エ
ン・村
上
春
樹
訳
）

 

評
論
…
…
二 

余
暇
に
つ
い
て （
内
山
節
）社
会
論

 
 

「
も
の
」の
科
学
か
ら「
こ
と
」の
科
学
へ （
池
田
清
彦
）科
学
論

一

新

二

新

三

新

新

四五六

 

：

本
内
容
解
説
資
料
で
ご
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
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か
ら
眺
め
た
自
然
や
自
然
保
護
に
つ
い
て
の
言
説
を
「
遠
景
の
語
り
」、
そ
の
自
然
に
根
を
下
ろ
し
た

人
々
の
ロ
ー
カ
ル
な
文
脈
で
の
言
説
を
「
近
景
の
語
り
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
自
然
や
自
然
保
護
に
関
す
る
遠
景
の
語
り
は
、
近
景
の
語
り
が
示
す
ロ
ー
カ
ル
な
文
脈
と
は
無
関
係

に
、
自
然
が
も
つ
シ
ン
ボ
ル
的
要
素
に
反
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
例
え
ば
、
北
海
道
で
里
に
下
り
て
き
た
ヒ
グ
マ
が
銃
で
撃
た
れ
た
と
報
道
さ
れ
た
場
合
で
あ
る
。
ヒ

グ
マ
は
生
態
系
の
上
位
に
位
置
す
る
シ
ン
ボ
ル
的
動
物
で
あ
り
、
個
体
数
の
減
少
が
危
惧
さ
れ
て
き
た

動
物
で
あ
る
。
市
町
村
の
担
当
部
署
に
は
「
な
ぜ
ク
マ
を
撃
っ
た
の
か
」
と
自
然
保
護
の
目
線
か
ら
抗

議
の
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
し
た
電
話
に
、
地
元
で
は
憤
り
と
も
困
惑
と
も
つ
か

な
い
声
が
あ
が
っ
て
き
た
。
な
ぜ
か
。

　
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
示
そ
う
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と
サ
ロ
マ
湖
に
面
し
た
道
東
の
常と

こ
ろ呂
町
。
こ
の
町
で
は
、

「
暮
ら
し
の
安
全
上
か
ら
ク
マ
を
撃
つ
こ
と
も
あ
る
。
だ
が
、
川
を
遡
る
サ
ケ
・
マ
ス
を
一
定
量
以
上

に
捕
獲
せ
ず
、
上
流
の
山
地
に
生
き
る
ク
マ
の
取
り
分
と
考
え
て
い
る
の
も
自
分
た
ち
だ
」
と
い
う
思

い
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
町
に
住
む
Ａ
さ
ん
は
、「
都
会
の
人
は
絵
を
見
る
よ
う
に
自
然

を
見
ま
す
。
し
か
し
、
我
々
は
絵
の
な
か
で
暮
ら
し
て
い
る
ん
で
す
」
と
語
っ
た
。
自
然
の
よ
う
に
見

え
る
場
所
に
も
暮
ら
し
が
あ
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
都
会
の
自
然
保
護
に
代
表
さ
れ
る
外

③

④

⑤

◆

⑥

⑦

⑧

③
ロ
ー
カ
ル

　

local

（
英
語
）
あ

る
土
地
に
特
有
の
。

④
シ
ン
ボ
ル

　
sym
bol

（
英
語
）

象
徴
。

⑤
ヒ
グ
マ

　頭
胴
長
一
・
八
〜
二
・

八
メ
ー
ト
ル
。
森
林
や
高
山
に

す
み
、
性
質
は
荒
い
。

◆
→
223
ペ
ー
ジ
参
照

⑥
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

　シ
ベ
リ
ア
・

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
・
千
島
列

島
・
北
海
道
・
サ
ハ
リ
ン
に
囲

ま
れ
た
海
域
。

⑦
サ
ロ
マ
湖

　北
海
道
北
東
部
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
に
あ
る
湖
。

⑧
常
呂
町

　北
海
道
網あ
ば

走し
り

支
庁
管

内
の
町
名
。
二
〇
〇
六
（
平
成

一
八
）
年
に
北
見
市
の
一
部
と

な
っ
た
。

＊
語
句

　容
赦

　相
貌

　当
該

51015
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①
イ
ラ
ク
サ

　多
年
生
植
物
の
一

種
。
三
〇
〜
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
高
さ
に
な
り
、
茎
は
四

角
く
、
葉
と
茎
に
と
げ
が
あ
る
。

②
ヤ
ブ
カ

　ヤ
ブ
カ
属
の
総
称
。

体
長
四
〜
六
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
、

藪や
ぶ

や
木
立
の
中
に
す
み
、
人
畜

を
刺
し
吸
血
す
る
。

　
遠
く
か
ら
眺
め
た
自
然
の
輪
郭
は
、
そ
の
自
然
に
近
づ
く
に
つ
れ
変
化
し
、
視
覚
だ
け
で
な
く
嗅
覚

や
触
覚
、
聴
覚
を
通
し
て
感
じ
ら
れ
る
自
然
に
な
る
。
自
然
が
善
き
も
の
、
快
で
あ
る
も
の
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
は
、
自
然
の
な
か
に
身
を
置
く
や
い
な
や
、
肌
を
刺
す
イ
ラ
ク
サ
や
ヤ
ブ
カ
に
覆
さ
れ
、
悪あ

し

き
も
の
、
不
快
な
も
の
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
自
然
は
繊
細
で
壊
れ
や
す
い
と
い
う
一
般
の
イ
メ
ー

ジ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
然
と
と
も
に
暮
ら
し
て
い
る
人
に
と
っ
て
、
自
然
は
庭
先
や
畑
に
容
赦
な
く

攻
め
入
っ
て
く
る
雑
草
や
雑
木
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
自
然
は
、
そ
れ
を
見
る
人
の
立
ち
位
置
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
相
貌
を
も
つ
。
自
然
保
護
も
、
そ
の

人
の
「
立
ち
位
置
」
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
と
解
を
も
ち
う
る
。
こ
こ
で
は
、
当
該
自
然
の
外
部

自
然
を
め
ぐ
る
合
意
の
設デ

ザ
イ
ン計

評
論

関せ
き

礼れ
い

子こ

①

②

＊

＊

＊

5
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評
論
は
、
教
材
と
し
て
定
評
の
あ
る
文
章
を
機
軸
と
し
な
が
ら
、
現
代
社
会
の
諸
問
題
を
論
じ
た
文
章
を

豊
富
に
収
録
。
自
ら
問
題
意
識
を
も
ち
、
主
体
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
に
あ
る
湖
。

「現代評論を読むために」にリンクしています。

教
科
書
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
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問
い
に
対
す
る
答
え
の
鍵
に
な
る
の
が
、
自
然
を
め
ぐ
る
ゆ
る
や
か
で
曖
昧
な
合
意
の
形
成
で
あ
る
。

自
然
保
護
の
た
め
の
制
度
は
、
ひ
と
た
び
リ
ジ
ッ
ド
に
形
成
さ
れ
る
と
、
そ
れ
が
個
別
の
具
体
的
な
現

場
の
必
要
性
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
捨
象
さ
れ
、
制
度
が
現
実
を
拘
束
し
始

め
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
唯
一
解
と
し
て
の
自
然
保
護
が
実
践
さ
れ
て
い
く
。
だ
が
、
多
様
な
行
為

者
＝
多
様
な
主
体
に
よ
る
日
常
的
実
践
の
な
か
で
は
、
唯
一
解
と
は
異
な
る
自
然
保
護
が
、
そ
れ
と
は

理
解
さ
れ
る
こ
と
な
く
存
在
し
て
い
る
。
ゆ
る
や
か
で
曖
昧
な
合
意
と
は
、
自
然
を
め
ぐ
り
、
明
示
的

⑭

＊

＊

＊

語
）
草
原
・
森
林
・
牧
草
地
・

漁
場
な
ど
、
資
源
の
共
同
利
用

地
の
こ
と
。

⑭
リ
ジ
ッ
ド

　
rigid

（
英
語
）

厳
密
、
厳
格
で
あ
る
さ
ま
。
固

定
し
て
動
か
せ
な
い
さ
ま
。

＊
語
句

　先
駆
的

　営
為

　捨
象

　拘
束

　唯
一
解

ヒグマの足跡（北海道）

5
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部
の
視
点
へ
の
痛
烈
な
批
判
の
よ
う
に
思
う
。

　
Ａ
さ
ん
が
自
然
保
護
に
理
解
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
逆
で
あ
る
。
Ａ
さ

ん
の
主
張
の
背
後
に
は
、
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
こ
そ
が
自
然
を
絵
の
よ
う
に
見
せ
て
い
る
こ
と
、
絵
の

よ
う
に
見
え
る
自
然
を
つ
く
っ
て
い
る
の
が
自
分
た
ち
の
営
み
で
あ
る
と
い
う
、
確
た
る
自
信
が
あ
る
。

常
呂
町
の
漁
業
組
合
は
、
サ
ケ
・
マ
ス
孵ふ

化か

場じ
ょ
う

の
湧
水
保
全
の
た
め
に
常
呂
川
上
流
の
山
を
買
い
、
植

樹
事
業
を
進
め
て
き
た
。
給
餌
型
漁
業
を
せ
ず
、
漁
業
で
の
鉛
の
重
り
の
使
用
禁
止
な
ど
、
独
自
の
取

り
組
み
を
展
開
し
て
き
た
。
常
呂
町
も
ま
た
、
ワ
ッ
カ
原
生
花
園
保
全
の
た
め
の
町
道
廃
止
な
ど
、
先

駆
的
な
環
境
保
全
策
を
実
施
し
て
き
た
。
Ａ
さ
ん
は
そ
う
し
た
先
駆
的
な
環
境
行
政
を
推
進
す
る
う
え

で
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
人
物
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
常
呂
町
の
営
為
や
思
い
を
抜
き
に
す
る
な
ら
ば
、
抗
議
の
電
話
＝
遠
景
の
語
り
は
、
仮
に

問
題
提
起
的
か
つ
方
法
提
言
的
な
内
容
を
含
ん
で
い
た
と
し
て
も
、
地
域
の
人
々
の
行
為
に
関
す
る
正

当
性
＝
近
景
の
語
り
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
こ
に
合
意
は
生
ま
れ
え
な
い
。

　
自
然
や
環
境
は
コ
モ
ン
ズ
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
。
誰
に
で
も
ど
こ
に
で
も
近
景
の
語
り
が
あ
り
、

遠
景
の
語
り
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
、
重
層
的
に
重
な
り
あ
う
。

　
で
は
、
そ
う
し
た
語
り
が
も
つ
多
面
性
や
多
様
性
は
い
か
に
し
て
担
保
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の

★

⑨

⑩

⑪

⑫

＊

＊

⑬

★
「
そ
の
逆
で
あ
る
」
と
は
ど
う

い
う
こ
と
か
。

⑨
孵
化
場

　卵
を
か
え
す
た
め
の

場
。

⑩
常
呂
川

　北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク

総
合
振
興
局
管
内
を
流
れ
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
へ
注
ぐ
一
級
河
川
。

常
呂
川
水
系
の
本
流
で
あ
る
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
側
で
は
最
大
の

河
川
で
あ
り
、
サ
ケ
も
遡
上
す

る
。

⑪
給
餌
型
漁
業

　餌
を
与
え
て
魚

類
を
育
て
る
こ
と
。
給
餌
養
殖
。

食
べ
残
し
の
餌
や
排は
い

泄せ
つ

物
に
よ

る
環
境
負
荷
の
増
加
、
赤
潮
の

発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

⑫
ワ
ッ
カ
原
生
花
園

　北
海
道
北

見
市
常
呂
町
に
あ
る
原
生
花
園
。

ワ
ッ
カ
と
は
、
ア
イ
ヌ
語
で

「
ワ
ッ
カ
・
オ
・
イ
（
＝
水

が
・
あ
る
・
と
こ
ろ
）」
に
由

来
す
る
。
ハ
マ
ナ
ス
、
エ
ゾ
ス

カ
シ
ユ
リ
、
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
、

ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ
な
ど
三
〇
〇
種

以
上
の
草
花
が
見
ら
れ
る
。

⑬
コ
モ
ン
ズ

　

com
m
ons

（
英

51015
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学
　
習
　
の
　
手
　
引
　
き

一

　「遠
景
の
語
り
」（
57
・
1
）・「
近
景
の
語
り
」（
57
・
2
）
と
あ

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
、
ま
と
め
て
み
よ
う
。

二

　「『
都
会
の
人
は
絵
を
見
る
よ
う
に
自
然
を
見
ま
す
。
し
か
し
、

我
々
は
絵
の
な
か
で
暮
ら
し
て
い
る
ん
で
す
』」（
57
・
13
）
と
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
、
具
体
例
を
あ
げ
て
説
明
し
て
み
よ
う
。

三

　「そ
う
し
た
語
り
が
も
つ
多
面
性
や
多
様
性
は
い
か
に
し
て
担
保

さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
」（
58
・
15
）
と
あ
る
が
、
こ
の
問
い
に
つ

い
て
筆
者
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
説
明
し
て
み
よ
う
。

言
　
葉
　
と
　
表
　
現

◆
「
自
然
保
護
」
を
め
ぐ
る
問
題
の
具
体
例
を
新
聞
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
で
調
べ
、
発
表
し
て
み
よ
う
。

漢
　
字

輪
郭

　覆
す

　繊
細

　容
赦

　相
貌

　当
該

　撃
つ

　危
惧

　遡
る

　

捕
獲

　営
為

　捨
象

　拘
束

★
読
書
の
扉
→
226
ペ
ー
ジ
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ま
た
は
暗あ

ん

黙も
く

裡り

に
許
容
さ
れ
た
り
禁
止
さ
れ
た
り
す
る
行
為
の
幅
を
含
め
て
自
然
保
護
を
考
え
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
う
し
た
も
の
に
着
目
す
る
と
、
合
目
的
的
に
新
た
に
合
意
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
日
常
を
深
く
観
察
し
、
既
に
存
在
し
て
い
る
隠
れ
た
合
意
の
形
態
を
見
え
る
も
の
に
す
る
こ
と
こ

そ
が
、
優
れ
た
合
意
形
成
の
設デ

ザ
イ
ン計

と
な
る
の
だ
。

＊

＊
語
句

　暗
黙
裡

関
礼
子

せ
き
れ
い
こ

　一
九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年
〜
。
社
会
学
者
。
北
海
道
の
生
ま
れ
。
環
境
を
め
ぐ
る
諸

問
題
に
つ
い
て
調
査
と
提
言
を
行
う
。
著
書
に
『
新
潟
水み

な

俣ま
た

病
を
め
ぐ
る
制
度
・
表
象
・
地
域
』、
原

発
事
故
に
よ
る
避
難
者
の
聞
き
書
き
を
ま
と
め
た
『
鳥と

栖す

の
つ
む
ぎ
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
『
環
境

―
設
計
の
思
想
』（
二
〇
〇
七
）
を
も
と
に
筆
者
が
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
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教
材
中
の
言
葉
や
表
現
に
着
目
し
、
表
現
力
を
高
め
る
た
め
の

課
題
や
活
動
を
設
定
し
ま
し
た
。

文
章
の
内
容
を
理
解
す
る
た
め
の
項
目
と
、
そ
の
理
解
を
深
め
発
展

さ
せ
る
活
動
を
、
問
い
や
言
語
活
動
の
示
唆
の
形
で
示
し
ま
し
た
。

226「
読
書
の
扉
」
に
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。
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　「
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
」
を
求
め
て
離
職
・
転
職
す
る
若

者
が
多
い
。
ニ
ー
ト
や
非
正
規
雇
用
が
問
題
に
な
る
と
き
に
も
、

「
若
者
に
も
っ
と
『
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
』
を
制
度
的
に
提

供
で
き
れ
ば
、
問
題
は
解
決
す
る
」
と
い
う
言
い
方
を
す
る
メ

デ
ィ
ア
知
識
人
は
少
な
く
な
い
。

　
だ
が
、「
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
」
と
は
何
の
こ
と
な
の
か
。

　「
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
」
と
い
う
言
葉
は
、
年
長
世
代
と

若
者
世
代
の
間
で
は
語
義
を
異
に
し
て
い
る
よ
う
に
私
に
は
み

え
る
。

　
年
長
世
代
に
お
い
て
、「
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
」
と
い
う

の
は
、「
ど
こ
か
で
誰
か
の
役
に
立
っ
て
い
る
仕
事
」
の
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
労
苦
の
「
受
益
者
」
を
想
定
し
、
彼

ら
か
ら
の
笑
顔
や
感
謝
を
想
像
す
る
こ
と
が
労
働
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
て
き
た
。

　
だ
が
、
こ
の
定
義
は
「
も
っ
と
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
が
し

た
い
」
と
言
っ
て
、
例
え
ば
人
気
の
外
資
系
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
会
社
に
転
職
し
た
り
、
デ
イ
ト
レ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
り
す
る

の
は
い
い
が
、
そ
こ
で
自
己
利
益
の
み
を
ひ
た
す
ら
追
求
す
る

人
々
に
は
適
用
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
人
た
ち

が
「
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
」
と
い
う
言
葉
で
指
し
示
し
て
い

る
の
は
、
そ
の
労
苦
が
も
た
ら
す
利
得
を
優
先
的
・
排
他
的
に

受
益
す
る
の
は
ほ
か
な
ら
ぬ
「
私
ひ
と
り
」
で
あ
る
よ
う
な
仕

事
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
仕
事
を
し
て
い
る
当
の
本
人
が

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

そ
の
仕
事
の
も
た
ら
す
利
益
の
排
他
的
受
益
者
で
あ
る
よ
う
な

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

仕
事

0

0

、
そ
れ
が
あ
る
種
の
人
々
の
集
団
で
は
「
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　「
受
益
者
が
私
ひ
と
り
」
で
あ
る
よ
う
な
仕
事
に
し
か
「
や

り
が
い
」
が
も
て
な
い
と
い
う
労
働
観
が
若
者
た
ち
の
間
に
生

◆

①

②

◆→ 222 ページ参照

510

51015
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労働するのか

内
うち

田
だ

樹
たつる
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ま
れ
る
の
に
は
も
ち
ろ
ん
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
受
験
勉

強
」
と
「
バ
イ
ト
」
の
経
験
が
涵か
ん

養よ
う

し
た
も
の
で
あ
る
。

　
受
験
勉
強
で
は
努
力
と
成
果
の
間
に
「
正
の
相
関
」
が
あ
り
、

個
人
的
努
力
の
成
果
は
本
人
が
一
〇
〇
％
占
有
す
る
こ
と
が
許

さ
れ
る
。
一
生
懸
命
勉
強
を
し
て
入
試
で
高
得
点
を
取
っ
た
の

で
、
あ
ま
り
勉
強
し
て
い
な
か
っ
た
隣
席
の
ヤ
マ
ダ
く
ん
も
そ

の
「
余
沢
」
に
浴
し
て
一
緒
に
合
格
で
き
た
…
…
と
い
う
よ
う

な
こ
と
は
受
験
勉
強
の
場
面
で
は
絶
対
に
起
こ
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

。

　
け
れ
ど
も
、
私
た
ち
の
日
々
の
仕
事
の
現
場
で
は
む
し
ろ
そ

ち
ら
の
ほ
う
が
常
態
な
の
で
あ
る
。
仕
事
の
ほ
と
ん
ど
は
集
団

の
営
為
で
あ
り
、
利
益
は
分
配
さ
れ
、
リ
ス
ク
は
ヘ
ッ
ジ
さ
れ

る
。
人
間
的
労
働
は
集
団
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
で
効
率
を
高
め
、

ク
ラ
ッ
シ
ュ
を
回
避
す
る
。
そ
う
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。

　
そ
う
考
え
る
と
、
受
験
勉
強
は
選
別
の
た
め
の
「
序
列
化
」

シ
ス
テ
ム
で
は
あ
る
が
、
本
来
の
意
味
で
の
労
働
で
は
な
い
。

「
バ
イ
ト
」
も
厳
密
な
意
味
で
の
労
働
で
は
な
い
。「
バ
イ
ト
」

は
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
さ
れ
た
「
誰
で
も
で
き
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ

れ
た
労
働
」
で
あ
り
、
バ
イ
ト
労
働
者
は
も
っ
ぱ
ら
そ
の
「
互

換
性
の
高
さ
」
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
、「
余
人
を
も
っ
て
は
代

え
難
い
」
個
別
性
な
ど
誰
も
求
め
な
い
。

　
受
験
勉
強
と
バ
イ
ト
と
い
う
二
種
類
の
「
ワ
ー
ク
」
の
経
験

か
ら
導
き
だ
し
た
労
働
観
を
携
え
て
現
場
に
踏
み
込
ん
だ
若
者

た
ち
が
、
そ
こ
で
ど
の
よ
う
な
困
惑
を
味
わ
う
こ
と
に
な
る
の

か
想
像
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

　
受
験
勉
強
に
お
け
る
「
成
果
主
義
」
に
な
じ
ん
だ
個
人
は
、

自
分
の
努
力
が
固
有
名
で
の
達
成
と
し
て
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ず
、

自
分
ひ
と
り
の
努
力
の
成
果
を
集
団
で
（
ろ
く
な
働
き
の
な
い

人
間
も
含
め
て
）
シ
ェ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
「
不

③

④

①
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社

　専
門
家
の
立
場
か
ら
企
業
な
ど
の
組
織
の
相
談
に

の
っ
た
り
、
企
画
・
立
案
し
た
り
す
る
会
社
。

②
デ
イ
ト
レ
ー
ダ
ー

　

day trader 

（
英
語
）
一
日
の
う
ち
に
株
の
売
買
を
繰

り
返
し
て
利
益
を
あ
げ
る
者
。

③
ヘ
ッ
ジ

　

hedge

（
英
語
）（
危
険
を
）
回
避
す
る
こ
と
。

④
モ
ジ
ュ
ー
ル

　

m
odule （

英
語
）
交
換
可
能
な
個
々
の
部
品
。

510

510
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条
理
」
が
理
解
で
き
な
い
。

　
同
じ
よ
う
に
、
バ
イ
ト
労
働
に
慣
れ
た
若
者
に
は
「
ジ
ョ

ブ
・
デ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
」
に
規
定
さ
れ
た
以
外
の
労
働
を
す

る
理
由
が
わ
か
ら
な
い
。「
自
分
の
仕
事
」
の
境
界
線
の
外
に

生
じ
た
ミ
ス
や
ト
ラ
ブ
ル
を
「
自
分
の
仕
事
」
に
算
入
す
る
理

由
が
な
い
。
だ
か
ら
、「
あ
、
い
い
よ
。
そ
れ
オ
レ
が
や
っ
と

く
か
ら
。」
と
い
う
ひ
と
こ
と
が
口
に
出
せ
な
い
。
し
か
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
は
、
ミ
ス
は
し
ば
し
ば
「
誰
の
領
域
で
も

な
い
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
」
に
発
生
す
る
。「
自
分
の
仕
事
」
で
は

な
い
の
だ
け
れ
ど
、
と
り
あ
え
ず
片
づ
け
て
お
く
か
…
…
と
い

う
「
よ
け
い
な
お
節
介
」
に
よ
っ
て
シ
ス
テ
ム
は
し
ば
し
ば
致

命
的
な
ク
ラ
ッ
シ
ュ
を
回
避
し
て
い
る
。
で
も
、
彼
が
シ
ス
テ

ム
を
救
っ
た
と
い
う
事
実
は
前
景
化
し
な
い
の
で
、
彼
の
成
果

に
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
。
こ
れ
ほ
ど
の
貢
献
を
し
な
が
ら
、

そ
れ
が
成
果
と
し
て
評
価
さ
れ
な
い
と
い
う
事
実
に
多
く
の
若

者
は
困
惑
す
る
。

　
だ
が
、
労
働
の
本
質
は
、
個
人
の
努
力
が
集
団
の
利
益
に

「
か
た
ち
を
変
え
る
」
こ
と
の
う
ち
に
存
す
る
。
個
人
の
努
力

が
個
人
に
専
一
的
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
ず
、
逆
に
で
き

る
だ
け
多
く
の
他
者
に
利
益
と
し
て
分
配
さ
れ
る
こ
と
を
求
め

る
よ
う
な
「
特
異
な
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
」
に
よ
っ
て
労
働
は
動
機

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
納
得
で
き
な
い
と
い
う
人
は
労
働

に
向
か
な
い
。
多
く
の
若
者
た
ち
が
「
三
年
で
辞
め
る
」
の
は

そ
の
せ
い
で
あ
ろ
う
。

　「
や
り
が
い
」
を
求
め
て
離
職
転
職
す
る
若
者
た
ち
は
「
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ
」
で
、「
自
己
決
定
・
自
己
責
任
」
の
原
則
が

貫
徹
し
て
い
て
、
個
人
的
努
力
の
成
果
を
誰
と
も
シ
ェ
ア
せ
ず

独
占
で
き
る
仕
事
に
就
こ
う
と
す
る
。
だ
が
、
そ
う
い
う
こ
と

は
軽
々
に
口
に
し
な
い
ほ
う
が
い
い
と
思
う
。「
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ヴ
」
で
あ
る
た
め
に
は
人
に
抜
き
ん
で
た
個
性
が
必
要
で

あ
る
。「
み
ん
な
と
同
じ
よ
う
な
理
由
で
、
み
ん
な
と
同
じ
よ

う
な
仕
方
で
集
団
的
労
働
を
忌
避
す
る
」
人
が
個
性
的
な
人
物

で
あ
る
可
能
性
は
そ
う
で
な
い
場
合
よ
り
も
低
い
。「
自
己
決

定
・
自
己
責
任
」
の
原
則
か
ら
利
益
を
得
ら
れ
る
の
は
「
強

者
」
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、
格
差
社
会
に
お
け
る
「
強
者
」
の

ほ
と
ん
ど
は
メ
ン
バ
ー
ズ
オ
ン
リ
ー
の
利
益
分
配
集
団
に
す
で

0

0

⑤
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に0

属
し
て
い
る
。
現
在
そ
の
よ
う
な
集
団
に
属
し
て
い
な
い
人

は
こ
の
勝
ち
残
り
競
争
に
お
い
て
、
ス
タ
ー
ト
時
点
で
す
で
に

大
き
な
ハ
ン
デ
ィ
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
と
考
え
た
ほ
う
が
い
い
。

「
個
人
的
努
力
の
成
果
を
占
有
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
裏

か
ら
い
え
ば
「
リ
ス
ク
を
全
部
一
人
で
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ど
れ
ほ
ど
ス
マ
ー
ト
な
知
性
も
病

気
や
天
災
や
政
変
の
よ
う
な
リ
ス
ク
・
フ
ァ
ク
タ
ー
の
全
て
を

勘
定
に
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
リ
ス
ク
を
ヘ
ッ
ジ
す
る
集

団
に
帰
属
し
て
い
な
い
人
間
は
一
回
の
失
敗
で
全
て
を
失
う
可

能
性
が
あ
る
。

　
も
う
お
わ
か
り
だ
ろ
う
が
、
私
た
ち
が
労
働
す
る
の
は
自
己

実
現
の
た
め
で
も
、
適
正
な
評
価
を
得
る
た
め
で
も
、
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ヴ
で
あ
る
た
め
で
も
な
い
、
生
き
延
び
る
た
め
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

労
働
が
私
た
ち
に
「
特
異
な
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
」
を
要
求
す
る
の

は
、
そ
れ
が
「
生
き
延
び
る
チ
ャ
ン
ス
」
の
代
価
だ
か
ら
で
あ

る
。
私
は
こ
の
代
価
を
決
し
て
高
い
と
は
思
わ
な
い
。

⑥

⑤
ジ
ョ
ブ
・
デ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン

　

job description 

（
英
語
）
仕
事
内
容
を

示
し
た
文
書
。

⑥
リ
ス
ク
・
フ
ァ
ク
タ
ー

　

risk factor

（
英
語
）
危
険
因
子
。

◎
課
題

一

　筆
者
が
考
え
る
「
労
働
の
本
質
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、

ま
と
め
て
み
よ
う
。

二

　若
者
と
労
働
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
話
題
に
な
っ
て
い

る
か
、
調
べ
て
発
表
し
て
み
よ
う
。

三

　「労
働
」
に
つ
い
て
の
あ
な
た
の
考
え
を
、
六
〇
〇
〜
八
〇
〇

字
程
度
で
ま
と
め
て
み
よ
う
。

内
田
樹

う
ち
だ
た
つ
る

　一
九
五
○
（
昭
和
二
五
）
年
〜
。
思
想
家
。
東
京
都
の
生
ま
れ
。
フ
ラ
ン
ス
思
想
や

映
画
な
ど
の
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
代
的
な
事
象
に
つ
い
て
発
信
し
て
い
る
。
著
書
に
『
た
め
ら
い
の
倫

理
学
』『
寝
な
が
ら
学
べ
る
構
造
主
義
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
『
昭
和
の
エ
ー
ト
ス
』（
二
〇
〇
八
）

に
よ
っ
た
。 

★
読
書
の
扉
→
230
ペ
ー
ジ

5

5
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３
　
自
分
の
立
場
を
明
確
に
す
る
（
立
場
）

　課
題
文
を
ふ
ま
え
て
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
場
合
、
自
分
の

考
え
を
具
体
的
に
展
開
す
る
前
に
自
分
の
立
場
を
示
す
と
い
う

方
法
が
あ
る
。

　文
章
の
初
め
に
「
私
は
筆
者
の
主
張
に
賛
成
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
…
…
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
自
分
の
立
場
を

明
確
に
示
す
の
で
あ
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
読
み
手
は
そ
の
後

の
展
開
を
予
測
し
や
す
く
な
る
の
で
、
自
分
の
主
張
が
よ
り
伝

わ
り
や
す
く
な
る
効
果
も
期
待
で
き
る
。

　こ
の
方
法
を
用
い
る
場
合
、
な
ぜ
賛
成
・
反
対
な
の
か
、
そ

の
理
由
や
根
拠
を
あ
げ
る
こ
と
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

４
　
自
分
の
考
え
を
文
章
に
ま
と
め
る
（
引
用
・
推す

い

敲こ
う

）

　課
題
文
を
ふ
ま
え
、「
労
働
」
に
つ
い
て
の
自
分
の
考
え
を

文
章
に
ま
と
め
よ
う
。

　課
題
文
を
ふ
ま
え
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
示
す
た
め
に
は
、

課
題
文
の
要
約
を
示
し
た
り
、
課
題
文
を
引
用
し
た
り
す
る
の

が
効
果
的
で
あ
る
。
引
用
す
る
際
に
は
、
カ
ギ
か
っ
こ
（「 

」）

を
用
い
て
、
引
用
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
が
原
則
で
あ
る
。

　書
き
あ
げ
た
ら
、
文
章
を
推
敲
す
る
こ
と
も
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
よ
う
。（
→
77
ペ
ー
ジ
）

【
生
徒
例
】

ここから 4Ｃ

　
私
は
筆
者
の
意
見
に
賛
成
で
あ
る
。

　
筆
者
は
、
労
働
の
本
質
は
「
個
人
の
努
力

が
集
団
の
利
益
に
『
か
た
ち
を
変
え
る
』
こ

と
の
う
ち
」
に
あ
り
、
労
働
は
「
で
き
る
だ

け
多
く
の
他
者
に
利
益
と
し
て
分
配
さ
れ
る

こ
と
を
求
め
る
よ
う
な
『
特
異
な
メ
ン
タ
リ

テ
ィ
』
に
よ
っ
て
動
機
づ
け
ら
れ
て
い
る
」、

と
述
べ
て
い
る
。
私
は
、
労
働
者
に
は
こ
の

「
特
異
な
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
」
が
必
要
だ
と
考

え
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
れ
は
、
労
働
の
喜
び
に

も
つ
な
が
る
か
ら
だ
。

　
あ
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
若
者
の
入
社
三
年

後
の
離
職
率
は
お
よ
そ
三
割
で
、
そ
の
理
由

の
第
一
は
「
や
り
た
い
仕
事
と
違
う
」
で
あ

る
と
い
う
。…

…

立場を明確に示す。調査で得た情報を生かす。

要約を効果的に用いる。立場の根拠を示す。
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　こ
こ
で
は
、
与
え
ら
れ
た
文
章
を
ふ
ま
え
て
、
自
分
の
考
え

を
文
章
に
ま
と
め
る
方
法
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

◎
課
題

　内
田
樹
「
な
ぜ
私
た
ち
は
労
働
す
る
の
か
」（

134
ペ
ー
ジ
～

137
ペ
ー
ジ
）
を
ふ
ま
え
て
、「
労
働
」
に
つ
い
て
の
あ
な
た
の

考
え
を
、
六
〇
〇
～
八
〇
〇
字
程
度
の
文
章
に
ま
と
め
て
み
よ

う
。

１
　
筆
者
の
主
張
を
理
解
す
る
（
要
約
）

　課
題
文
型
小
論
文
で
は
、
与
え
ら
れ
た
文
章
の
正
確
な
理
解

が
前
提
と
な
る
。
課
題
文
の
論
理
展
開
や
キ
ー
ワ
ー
ド
に
注
意

し
て
、
筆
者
の
主
張
を
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

【
課
題
文
の
論
理
展
開
】

　

 

年
長
世
代
と
若
者
世
代
の
労
働
観
の
違
い 

　
　
　↓

　

 

若
者
世
代
の
労
働
観
が
形
成
さ
れ
る
背
景 

　
　
　↓

　

 

筆
者
の
主
張 

　こ
う
し
た
論
理
展
開
を
お
さ
え
、「
労
働
の
本
質
」（
136
上
・

17
）
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
注
目
し
て
筆
者
の
労
働
観
を
要
約

し
、
筆
者
の
主
張
を
正
確
に
理
解
し
て
お
こ
う
。

２
　「
労
働
」
に
つ
い
て
の
知
識
を
広
げ
る
（
調
査
）

　「労
働
」
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
的
確
に
述
べ
る
た
め
に

は
、
現
在
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
「
労
働
」
の
問
題
に
な
っ
て
い

る
か
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
だ
。

　課
題
文
で
は
、「
離
職
・
転
職
」「
ニ
ー
ト
」「
非
正
規
雇
用
」

が
若
者
の
労
働
問
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
労
働
問
題
に

は
こ
の
他
に
も
「
格
差
社
会
」「
派
遣
社
員
」
な
ど
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
に
関
す
る
知
識
は
、
あ
と
で
自
分
の
考
え
を
ま

と
め
る
た
め
に
役
立
つ
。

　図
書
館
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
こ
れ
ら
の
問
題

に
つ
い
て
調
査
し
て
お
こ
う
。（
→
76
ペ
ー
ジ
）

　労
働
の
本
質
は
、
個
人
の
努
力
が
集
団
の
利
益
に
「
か
た
ち

を
変
え
る
」
こ
と
の
う
ち
に
存
す
る
。
個
人
の
努
力
が
…
…

ここまで 2Ｃ

読解から表現へ 2    課題文型小論文
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◆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
200
ペ
ー
ジ
「
情

報
の
『
メ
タ
』
化
」）

　コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
媒
介
す
る
の

が
メ
デ
ィ
ア
で
す
。
私
た
ち
は
仕
事
、
恋

愛
、
交
渉
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
応
じ
て
、
多
様
な
メ
デ
ィ

ア
を
使
い
分
け
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
会

話
、
対
話
は
、
言
語
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を

介
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
が
、

身
振
り
や
表
情
、
服
装
や
空
間
を
介
し
た

非
言
語
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
も

つ
意
味
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
関
連
→
メ
デ
ィ
ア（
43
ペ
ー
ジ
）・
情
報（
128
ペ
ー
ジ
）

◆
公
用
語
（
140
ペ
ー
ジ「
夢
は
何
語
で
見
る
？
」）

　複
数
の
言
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
国
や

地
域
で
は
、
特
定
の
言
語
を
使
用
す
る

人
々
に
不
利
益
を
与
え
な
い
よ
う
に
、
複

数
の
公
用
語
を
定
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
旧
植
民
地
国
家
で
は
、
旧
宗
主
国

の
言
語
と
、
最
も
使
用
す
る
者
の
多
い
部

族
の
言
語
と
を
公
用
語
と
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
民
族
と
言
語
は
密
接
に
結
び
つ

い
て
い
る
た
め
、
し
ば
し
ば
深
刻
な
問
題

を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
日
本

で
は
近
年
、「
社
内
公
用
語
」
を
英
語
と

す
る
、
と
い
う
企
業
が
複
数
あ
ら
わ
れ
、

話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

★
関
連
→
権
威（
43
ペ
ー
ジ
）・
言
語（
50
ペ
ー
ジ
）

◆
生
態
系
（
57
ペ
ー
ジ
「
自
然
を
め
ぐ
る
合
意

の
設デ
ザ
イ
ン計

」）

　あ
る
地
域
に
生
息
す
る
生
物
と
、
そ
れ

を
取
り
巻
く
自
然
環
境
が
相
互
に
関
係
し

あ
っ
て
、
生
命
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
の
循
環

を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
を
生
態

系
と
い
い
ま
す
。
気
温
の
変
化
、
外
来
生

物
の
侵
入
な
ど
の
環
境
変
化
が
起
こ
る
と
、

生
態
系
全
体
に
乱
れ
が
生
じ
ま
す
。
近
年
、

人
間
の
活
動
に
よ
る
生
態
系
の
乱
れ
や
破

綻
の
危
機
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

★
関
連
→
相
互
作
用（
71
ペ
ー
ジ
）・
絶
滅
危
惧
種

（
124
ペ
ー
ジ
）

◆
生
物
多
様
性
（
124
ペ
ー
ジ
「『
も
の
』
の
科

学
か
ら
『
こ
と
』
の
科
学
へ
」）

　生
物
多
様
性
と
は
、
現
時
点
で
の
生
態

系
の
豊
か
さ
や
バ
ラ
ン
ス
だ
け
を
指
す
の

で
は
な
く
、
生
物
が
過
去
か
ら
未
来
へ
と

伝
え
る
遺
伝
子
の
多
様
さ
ま
で
も
含
み
こ

ん
だ
言
葉
で
す
。
近
年
、
自
然
環
境
の
破

壊
に
よ
っ
て
、
絶
滅
す
る
種
が
増
え
続
け

て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
地

球
上
の
生
物
多
様
性
と
生
息
環
境
の
保
全
、

さ
ら
に
は
生
物
資
源
の
持
続
的
利
用
と
公

平
分
配
な
ど
を
目
的
と
し
た
「
生
物
多
様

性
条
約
」
が
、
国
際
社
会
の
多
く
の
国
で

採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
関
連
→
持
続
性（
67
ペ
ー
ジ
）・
平
衡（
74
ペ
ー
ジ
）

◆
生
命
（
74
ペ
ー
ジ「
生
物
と
無
生
物
の
あ
い
だ
」）

　生
命
と
は
、
そ
の
時
々
の
文
脈
で
さ
ま

ざ
ま
な
定
義
が
可
能
で
す
。
し
か
し
、
細

胞
や
臓
器
の
停
止
を
「
死
」
と
呼
ぶ
こ
と

か
ら
考
え
て
み
る
と
、
生
命
と
は
、
そ
の

内
部
で
の
生
成
、
外
部
と
の
新
陳
代
謝
活

動
で
あ
り
、
同
じ
個
体
の
再
生
産
（
遺
伝

と
生
殖
）
活
動
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

臓
器
移
植
、
ク
ロ
ー
ン
な
ど
医
療
技
術
の

進
む
今
日
、
生
命
と
い
う
現
象
を
、
倫
理

的
な
問
題
も
含
め
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る

か
が
、
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

★
関
連
→
知
覚（
10
ペ
ー
ジ
）

◆
複
雑
系
（
124
ペ
ー
ジ
「『
も
の
』
の
科
学
か

ら
『
こ
と
』
の
科
学
へ
」）

　人
間
の
脳
や
社
会
な
ど
の
よ
う
な
、
こ

み
い
っ
た
構
造
と
体
系
を
も
つ
も
の
を
一

般
に
複
雑
系
と
い
い
ま
す
。
あ
る
現
象
に

対
し
て
、
そ
れ
を
単
純
な
法
則
や
原
理
に

還
元
し
て
理
解
す
る
姿
勢
や
考
え
方
へ
の

批
判
を
含
ん
だ
言
葉
で
も
あ
り
ま
す
。
天

候
や
宇
宙
現
象
か
ら
、
国
際
政
治
の
動
向

や
株
価
の
変
動
、
さ
ら
に
は
生
命
現
象
や

私
た
ち
の
怒
り
や
悲
し
み
と
い
っ
た
感
情

や
も
の
の
感
じ
方
も
ま
た
、
複
雑
系
と
し

て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
関
連
→
感
性（
20
ペ
ー
ジ
）・
抽
象
化（
197
ペ
ー
ジ
）
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◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
（
44
ペ
ー
ジ
「
ネ
ッ
ト

が
崩
す
公
私
の
境
」）

　同
じ
地
域
に
住
み
、
言
語
・
風
俗
・
習

慣
に
お
い
て
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
地
域

社
会
の
こ
と
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
（
地
域

共
同
体
）
と
い
い
ま
し
た
が
、
今
日
で
は
、

東
ア
ジ
ア
共
同
体
・
欧
州
共
同
体
な
ど
国

際
的
な
連
帯
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

集
ま
り
な
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
個
人
主
義
的
な
考
え

が
浸
透
す
る
中
で
、
他
者
と
ど
の
よ
う
に

共
生
し
て
い
く
の
か
、
そ
の
あ
り
方
や
意

義
が
改
め
て
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

★
関
連
→
農
村（
132
ペ
ー
ジ
）・
世
代（
134
ペ
ー
ジ
）

◆
国
際
協
力
（
65
ペ
ー
ジ
「
子
ブ
タ
と
未
来
」）

　地
球
の
南
側
に
位
置
す
る
発
展
途
上
国

は
、
政
治
的
混
乱
や
経
済
的
理
由
か
ら
深

刻
な
貧
困
や
飢
餓
な
ど
の
問
題
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
自
力
で
は
回
復
で
き
な
い
現

状
に
対
し
て
、
先
進
国
は
政
府
、
民
間
組

織
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、「
技
術
」
を
指
導
育
成
し
て

現
地
に
定
着
さ
せ
る
方
法
や
、
現
地
の
住

民
に
よ
る
参
加
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
が

考
案
さ
れ
、
途
上
国
が
自
力
で
経
済
力
を

回
復
維
持
で
き
る
環
境
作
り
が
模
索
さ
れ

て
い
ま
す
。

★
関
連
→
受
益
者（
134
ペ
ー
ジ
）・
移
民（
141
ペ
ー
ジ
）

◆
資
本
主
義
（
128
ペ
ー
ジ
「
マ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
の

知
恵
」）

　資
本
主
義
の
原
動
力
は
、
市
場
に
お
け

る
商
品
・
価
格
の
自
由
競
争
で
す
。
そ
の

た
め
、
競
合
す
る
他
者
と
の
差
異
や
情
報

の
速
さ
が
、
利
潤
を
生
み
出
す
大
切
な
価

値
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
商
品
の
大
量
生

産
は
、
市
場
の
拡
大
を
促
し
続
け
ま
す
。

今
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
を
作
り
上
げ

た
の
も
資
本
主
義
で
す
が
、
一
方
で
貧
富

の
格
差
や
世
界
各
地
で
環
境
破
壊
を
促
進

さ
せ
て
い
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も

つ
き
つ
け
て
い
ま
す
。

★
関
連
→
自
由（
114
ペ
ー
ジ
）・
分
配（
135
ペ
ー
ジ
）

◆
産
業
革
命
（
132
ペ
ー
ジ
「
マ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
の

知
恵
」）

　農
業
や
牧
畜
を
中
心
に
す
る
社
会
か
ら
、

工
業
を
中
心
に
し
た
産
業
社
会
へ
の
転
換

は
、
生
活
、
教
育
、
家
族
制
度
な
ど
経

済
・
社
会
の
全
て
に
わ
た
る
巨
大
な
変
革

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
産
業
革
命
は
資
本

主
義
と
と
も
に
十
八
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ

ス
で
起
き
ま
し
た
。
近
年
先
進
諸
国
で
は
、

情
報
化
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
化
が
進
み
、
物

財
生
産
中
心
の
社
会
か
ら
、
知
識
・
情

報
・
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
が
中
心
に
な
る
脱

産
業
化
社
会
に
移
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

★
関
連
→
近
代（
114
ペ
ー
ジ
）・二
十
世
紀（
122
ペ
ー
ジ
）

◆
非
正
規
雇
用
（
134
ペ
ー
ジ
「
な
ぜ
私
た
ち
は

労
働
す
る
の
か
」）

　非
正
規
雇
用
と
は
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、

ア
ル
バ
イ
ト
、
派
遣
社
員
な
ど
正
規
雇
用

（
正
社
員
）
以
外
の
労
働
（
者
）
を
指
す

言
葉
で
す
。
正
社
員
と
の
間
に
は
、
賃
金

を
は
じ
め
と
す
る
労
働
条
件
に
大
き
な
格

差
が
見
ら
れ
ま
す
。
近
年
で
は
「
派
遣
切

り
」
や
「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
な
ど
が
社

会
問
題
化
し
ま
し
た
。
政
府
の
対
策
や
企

業
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

★
関
連
→
貧
困（
66
ペ
ー
ジ
）・
労
働（
115
ペ
ー
ジ
）

◆
分
節
（
54
ペ
ー
ジ
「
も
の
と
こ
と
ば
」）

　切
れ
目
の
な
い
全
体
（
混こ

ん

沌と
ん

）
を
い
く

つ
か
の
部
分
に
分
け
る
こ
と
を
分
節

（
化
）
す
る
、
と
い
い
ま
す
。
私
た
ち
は

自
然
や
物
事
を
分
節
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
名

前
を
つ
け
、
そ
れ
ら
が
ど
う
い
う
も
の
で

あ
る
か
を
認
識
し
て
い
ま
す
。
分
節
化
は

同
時
に
、
対
象
の
差
異
化
を
行
っ
て
い
る

と
も
い
え
ま
す
。
ま
た
、
使
用
す
る
言
語

が
違
え
ば
分
節
の
仕
方
も
異
な
る
の
で
、

自
然
や
物
事
の
認
識
に
も
違
い
が
生
ま
れ

て
き
ま
す
。

★
関
連
→
認
識（
12
ペ
ー
ジ
）・
多
様
性（
140
ペ
ー
ジ
）
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「
エ
ク
ソ
フ
ォ
ニ
ー
」
と
は
「
母
語

の
外
に
出
た
状
態
」
と
い
う
意
味
。

言
語
を
め
ぐ
り
世
界
各
地
で
著
者
が

体
験
し
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
記

し
た
エ
ッ
セ
イ
集
。

『
エ
ク
ソ
フ
ォ
ニ
ー
』

多
和
田
葉
子

英
語
と
日
本
語
で
小
説
を
書
く
作
家

が
、
自
ら
の
体
験
を
も
と
に
語
る
言

語
論
。
現
代
を
「
英
語
の
世
紀
」
と

捉
え
、
豊
か
な
近
代
文
学
を
生
ん
だ

日
本
語
の
未
来
を
案
ず
る
。

『
日
本
語
が
亡
び
る

と
き
―
英
語
の
世
紀

の
中
で
』
水み

ず

村む
ら

美み

苗な
え

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
凋ち

ょ
う

落ら
く

、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
著
作
権
の
問
題
、
電
子
書

籍
の
可
能
性
…
…
。
現
代
メ
デ
ィ
ア

を
め
ぐ
る
最
新
の
話
題
に
、「
街
場

の
」
哲
学
者
が
鋭
く
切
り
込
む
。

『
街
場
の
メ
デ
ィ
ア

論
』

内
田
樹

「
ヴ
ェ
ニ
ス
の
商
人
」
を
モ
チ
ー
フ

に
資
本
主
義
と
は
何
か
を
語
る
表
題

作
を
は
じ
め
、
貨
幣
と
は
何
か
、
な

ど
経
済
の
中
に
潜
む
仕
組
み
を
多
方

面
か
ら
説
く
。 『

ヴ
ェ
ニ
ス
の
商
人

の
資
本
論
』

岩
井
克
人

希
望
は
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

自
分
た
ち
で
見
つ
け
る
も
の
だ
。
希

望
を
持
て
な
い
時
代
に
、
希
望
を
つ

く
る
ヒ
ン
ト
を
探
し
出
す
試
み
。

『
希
望
の
つ
く
り
方
』

玄げ
ん

田だ

有ゆ
う

史じ

エ
ン
デ
の
名
作
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
『
モ

モ
』
を
、「
労
働
」「
産
業
社
会
」
の

観
点
で
読
み
直
し
て
み
る
と
…
…
。

情
報
産
業
社
会
の
未
来
を
、
中
高
生

に
向
け
て
語
り
か
け
る
一
冊
。

『
自
分
と
未
来
の
つ

く
り
方
』

石い
し

田だ

英ひ
で

敬た
か

国
際
化
が
進
む
日
本
で
、
異
な
る
文

化
を
背
景
に
持
つ
人
々
に
ど
う
接
し

て
い
け
ば
よ
い
の
か
。
文
化
人
類
学

者
の
著
者
が
語
る
、
異
文
化
の
学
び

方
。

『
異
文
化
理
解
』

青あ
お

木き

保た
も
つ

来
日
し
た
て
の
著
者
の
目
に
飛
び
込

ん
で
き
た
文
字
は
、「
月
極
駐
車
場
」。

ゲ
ッ
キ
ョ
ク
っ
て
何
だ
ろ
う
？

　日

本
を
第
二
の
母
国
と
呼
ぶ
著
者
の
軽

や
か
な
エ
ッ
セ
イ
集
。

『
日
々
の
非
常
口
』

ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー

ド

ア
メ
リ
カ
で
急
速
に
進
む
二
極
化
、

そ
れ
は
日
本
の
近
い
未
来
を
予
言
し

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ア
メ
リ

カ
社
会
の
現
状
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
。

『
ル
ポ
　
貧
困
大
国

ア
メ
リ
カ
』

堤つ
つ
み

未み

果か

私
た
ち
は
、
経
済
と
い
う
も
の
を
キ

リ
ス
ト
教
的
貨
幣
論
の
中
だ
け
で
見

て
い
な
い
か
。
イ
ス
ラ
ム
の
価
値
を

照
射
す
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
資
本

主
義
の
今
。

『
緑
の
資
本
論
』

中な
か

沢ざ
わ

新し
ん

一い
ち

雇
用
の
不
安
定
化
な
ど
、「
格
差
社

会
」
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
な
っ
て
久

し
い
。
若
者
の
「
将
来
へ
の
希
望
」

と
い
う
観
点
で
、
現
代
日
本
の
「
格

差
社
会
」
の
原
因
を
探
る
。

『
希
望
格
差
社
会
』

山や
ま

田だ

昌ま
さ

弘ひ
ろ

下
巻
に
は
、「
ア
リ
・
バ
バ
と
四
十

人
の
盗
賊
」
を
含
む
物
語
六
篇
を
収

録
。
ス
ト
ー
リ
ー
を
楽
し
む
だ
け
で

な
く
、
物
語
に
隠
さ
れ
た
教
訓
や
意

味
を
考
え
て
み
て
も
お
も
し
ろ
い
。

『
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト

上
・
下
』
デ
ィ
ク
ソ
ン
編

中な
か

野の

好よ
し

夫お

訳

★
多
和
田
葉
子
「
夢
は
何
語
で
見
る
？
」（
教
科
書
138
ペ
ー
ジ
）
か
ら

★
内
田
樹
「
な
ぜ
私
た
ち
は
労
働
す
る
の
か
」（
教
科
書
134
ペ
ー
ジ
）
か
ら

★
岩
井
克
人
「
マ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
の
知
恵
」（
教
科
書
128
ペ
ー
ジ
）
か
ら
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社
会
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ

う
か
。
そ
も
そ
も
、
社
会
を
変
え
る

と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
こ

れ
ま
で
の
歴
史
や
社
会
の
構
造
、
思

想
な
ど
の
視
点
か
ら
考
え
る
。

『
社
会
を
変
え
る
に

は
』

小
熊
英
二

「
ま
る
い
も
の
」「
き
れ
い
な
も
の
」

「
マ
ン
ガ
で
あ
る
よ
う
な
も
の
」
な

ど
の
著
者
の
直
感
に
も
と
づ
く
分
類

や
、
大
胆
か
つ
繊
細
な
解
釈
と
推
理

で
、
日
本
美
術
を
読
み
直
す
。

『
ひ
ら
が
な
日
本
美

術
史
』

橋
本
治

原
爆
投
下
か
ら
二
十
年
足
ら
ず
の
一

九
六
三
年
か
ら
の
三
年
間
で
、
著
者

が
広
島
を
訪
れ
て
取
材
し
て
集
め
た

記
録
と
証
言
の
報
告
書
。

『
ヒ
ロ
シ
マ
・
ノ
ー

ト
』

大
江
健
三
郎

北
は
東
北
か
ら
南
は
九
州
ま
で
ひ
た

す
ら
仏
像
を
見
る
た
め
に
旅
を
す
る

二
人
。
学
説
と
は
異
な
る
独
自
の
考

察
が
次
々
に
展
開
さ
れ
る
、
抱
腹
絶

倒
の
仏
像
め
ぐ
り
。

『
見
仏
記
』

い
と
う
せ
い
こ
う
・

み
う
ら
じ
ゅ
ん

十
九
世
紀
の
中
国
で
貧
し
い
農
民
か

ら
出
発
し
た
王ワ

ン

龍ロ
ン

と
そ
の
息
子
、
孫

の
三
世
代
を
描
き
、
著
者
が
ノ
ー
ベ

ル
文
学
賞
を
受
賞
す
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
大
河
小
説
。
中な

か

野の

好よ
し

夫お

補
訳
。

『
大
地
（
全
４
巻
）』

パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク

新に

居い

格い
た
る

訳

情
報
化
が
進
み
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が

地
球
規
模
で
連
動
し
て
起
こ
る
現
代
。

「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
の
課

題
と
現
状
を
、
具
体
的
な
事
例
に
基

づ
い
て
分
析
す
る
。

『
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
と
は
何
か
』

伊い

豫よ

谷た
に

登と

士し

翁お

企
業
や
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
世
界
規

模
の
活
動
が
日
常
化
す
る
反
面
、
国

や
地
域
を
め
ぐ
る
紛
争
も
跡
を
絶
た

な
い
。
そ
の
根
源
に
は
何
が
あ
る
の

か
、
歴
史
か
ら
見
つ
め
直
す
。

『
国
民
国
家
と
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
』

谷た
に

川が
わ

稔み
の
る

日
本
美
術
の
名
作
も
、
現
代
か
ら
見

る
と
お
か
し
な
こ
と
だ
ら
け
。
そ
の

裏
に
は
何
が
あ
っ
た
の
か
…
…
。
画

家
だ
か
ら
こ
そ
書
け
る
、
新
し
い
美

術
評
論
。

『
ヘ
ン
な
日
本
美
術

史
』

山や
ま

口ぐ
ち

晃あ
き
ら

大
岡
昇
平
「
歩ほ

哨し
ょ
う

の
眼め

に
つ
い
て
」

か
ら
三み

浦う
ら

哲て
つ

郎お

「
拳け

ん

銃じ
ゅ
う

」
ま
で
、
戦

後
の
日
本
を
代
表
す
る
小
説
家
た
ち

の
、
え
り
す
ぐ
り
の
名
短
篇
十
一
本

を
集
め
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
。

『
私
小
説
名
作
選
　

下
』　
中な

か

村む
ら

光み
つ

夫お

選
・

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
編

歴
史
上
で
最
も
著
名
な
仏
師
の
運
慶
。

彼
が
手
が
け
た
と
さ
れ
る
現
存
の
仏

像
三
十
一
体
と
波
乱
に
満
ち
た
そ
の

生
涯
を
、
詳
細
な
解
説
と
豊
富
な
カ

ラ
ー
写
真
で
示
す
。

『
運
慶
』

山や
ま

本も
と

勉つ
と
む

ほ
か

小
説
家
が
自
ら
の
経
験
も
と
に
、
物

語
が
人
生
で
果
た
す
役
割
や
作
品
が

生
ま
れ
る
ま
で
の
過
程
、
物
語
と
自

分
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た

講
演
の
記
録
。 『

物
語
の
役
割
』

小お

川が
わ

洋よ
う

子こ

限
り
な
い
経
済
成
長
の
時
代
を
経
て

定
常
期
と
い
う
新
た
な
時
代
に
入
っ

た
日
本
。
そ
こ
に
求
め
ら
れ
る
社
会

の
あ
り
方
を
「
定
常
経
済
」
と
「
福

祉
」
の
視
点
か
ら
構
想
す
る
。

『
創
造
的
福
祉
社
会
』

広ひ
ろ

井い

良よ
し

典の
り

★
小
熊
英
二
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
光
と
影
」（
教
科
書
146
ペ
ー
ジ
）
か
ら

★
橋
本
治
「
人
と
し
て
共
感
で
き
る
も
の
」（
教
科
書
151
ペ
ー
ジ
）
か
ら

★
大
江
健
三
郎
「
想
像
し
物
語
る
こ
と
」（
教
科
書
159
ペ
ー
ジ
）
か
ら
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各教材の学習を広げ深めるため，作者やテーマと関わる本を
豊富に紹介しています。
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報
告
文
や
解
説
文
で
は
、
調
査
結
果
や
統
計
資
料
が
グ
ラ
フ
や
表

で
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
グ
ラ
フ
や
資
料
が
示
す
情
報

を
的
確
に
読
み
取
り
、
文
章
の
内
容
を
理
解
す
る
た
め
の
参
考
に
し

た
り
、
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
と
き
の
根
拠
に
し
た
り
で
き
る
よ
う

に
し
よ
う
。

　
次
ペ
ー
ジ
に
あ
げ
た
グ
ラ
フ
と
表
は
、
書
籍
・
雑
誌
の
発
行
部
数
、

書
籍
の
新
刊
点
数
、
新
聞
の
発
行
部
数
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

状
況
を
示
し
た
グ
ラ
フ
と
、
書
籍
・
雑
誌
・
新
聞
の
発
行
部
数
の
推

移
を
示
し
た
表
で
あ
る
。
こ
の
資
料
を
も
と
に
以
下
の
課
題
に
取
り

組
み
、「
書
籍
・
雑
誌
・
新
聞
等
の
紙
メ
デ
ィ
ア
の
将
来
」
に
つ
い

て
考
え
て
み
よ
う
。

１
　
問
題
意
識
の
整
理
と
資
料
の
性
格
の
確
認

　最
初
に
、
書
籍
や
雑
誌
、
新
聞
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
対
す
る
自

分
の
印
象
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
ま
た
、
資
料
の
調
査
が
行
わ
れ
た

時
期
、
調
査
を
行
っ
た
団
体
、
資
料
に
注
記
さ
れ
た
点
な
ど
を
確
認

し
て
お
こ
う
。

２
　
グ
ラ
フ
と
表
の
内
容
を
分
析
す
る

　次
の
手
順
で
資
料
の
内
容
の
分
析
を
し
て
み
よ
う
。

　
①�

表
Ａ
を
参
考
に
、
図
Ａ
の
グ
ラ
フ
か
ら
読
み
取
れ
る
特
徴
は
何

か
、
ま
と
め
よ
う
。

　
②�

表
Ａ
を
参
考
に
、
図
Ｂ
の
グ
ラ
フ
か
ら
読
み
取
れ
る
特
徴
は
何

か
、
ま
と
め
よ
う
。

　
③�

図
Ｃ
の
グ
ラ
フ
か
ら
読
み
取
れ
る
特
徴
は
何
か
、
ま
と
め
よ
う
。

　
④�

①
～
③
で
ま
と
め
た
内
容
の
関
連
性
に
注
意
し
て
、
資
料
全
体

か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
何
か
、
ま
と
め
よ
う
。

３
　
自
分
の
意
見
を
ま
と
め
る

　以
上
の
結
果
を
ふ
ま
え
、「
書
籍
・
雑
誌
・
新
聞
等
の
紙
メ
デ
ィ

ア
の
将
来
」
に
つ
い
て
の
自
分
の
意
見
を
ま
と
め
、
ク
ラ
ス
で
発
表

し
て
み
よ
う
。

表
現
９

情
報
を
読
む

―
統
計
資
料
の
読
み
方
・
扱
い
方

510

51015
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図A　書籍・雑誌の新刊点数と発行部数 図B　新聞の発行部数の推移

表A　書籍・雑誌・新聞の発行部数の推移

注 　 「世帯普及率」は，「自宅・その他」において，個人的な使用目的のためにパソコン，携帯電話等によりイ
　　　ンターネットを利用している構成員がいる世帯の割合。
資料　総務省「通信利用動向調査」

注　　新刊点数以外は，推定発行部数，推定実売金額である。
資料　出版ニュース社『出版年鑑』及び日本新聞協会『日本新聞年鑑』

資料　出版ニュース社『出版年鑑』 資料　日本新聞協会『日本新聞年鑑』

図C　インターネットの普及状況

出典『統計でみる日本　2014』

年次

書　籍

新刊点数 発行部数
（100 万冊）

発行部数
（万部）

朝刊のみ
（万部）

夕刊のみ
（万部）

実売金額
（億円）

実売金額
（億円）

月 刊 誌
発行部数

（100 万冊）

週 刊 誌
発行部数

（100 万冊）

朝夕刊
セット
（万部）

雑　誌 新　聞

1975
1990
1995
2000
2001
2005
2008
2009
2010
2011
2012

22 727
40 576
58 310
65 065
71 073
80 580
79 917
80 776
78 354
78 902
82 204

733
1 394
1 498
1 420
1 386
1 406
1 470
1 423
1 355
1 312
1 299

1 218
2 487
2 937
2 824
2 781
2 573
2 324
2 180
2 071
1 926
1 864

1 129
2 007
2 179
2 053
2 016
1 716
1 529
1 383
1 289
1 204
1 149

4 051
5 191
5 286
5 371
5 368
5 257
5 149
5 035
4 932
4 835
4 778

2 024
2 927
3 165
3 370
3 388
3 393
3 440
3 440
3 426
3 398
3 383

1 807
2 062
1 919
1 819
1 801
1 711
1 572
1 473
1 388
1 324
1 288

220
202
202
182
181
153
137
123
119
113
107

4 882
13 022
15 552
14 972
14 413
13 042
11 731
11 272
10 919
10 217
9 718

4 912
8 494

10 498
10 152
10 032
9 879
9 542
9 138
8 831
8 801
8 614

10
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新
刊
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）
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み
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資
料
な
ど
か
ら
情
報
を
的
確
に
読
み
取
っ
た
り
、自
分
の
考
え
を
発
信
し
た
り
す
る
活
動
を
取
り
上
げ
、

授
業
で
扱
い
や
す
い
よ
う
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ま
し
た
。
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「構成・内容理解シート」

指
導
書
　
本
体
価
格
一
五
、
〇
〇
〇
円
（
税
別
）　

■ 

指
導
資
料

教
材
研
究
に
役
立
つ
資
料
や
、
実
際
の
授
業
や
評
価
で
活
用
で
き
る
情
報
を
豊
富
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

■ 

発
問
例
集

指
導
資
料
に
掲
載
し
た
発
問
を
ま
と
め
た
デ
ー
タ
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

■ 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

● 

構
成
・
内
容
理
解
シ
ー
ト　
● 

語
句
学
習
シ
ー
ト

■ 

基
本
テ
ス
ト

短
時
間
で
基
礎
を
養
う
小
テ
ス
ト
。
現
代
文
編
で
は
漢
字
や
語
句
、
古
文
で
は
文
法
、
漢

文
で
は
句
法
な
ど
に
つ
い
て
出
題
し
ま
す
。

■ 

評
価
問
題

定
期
考
査
な
ど
に
使
え
る
問
題
を
、
各
教
材
、
難
易
度
別
に
複
数
収
録
し
て
い
ま
す
。

■ 

実
力
問
題

教
科
書
の
教
材
と
同
じ
著
者
の
作
品
や
、
別
の
著
者
に
よ
る
同
じ
テ
ー
マ
の
文
章
な
ど
を

素
材
に
し
た
実
力
問
題
を
豊
富
に
収
録
し
て
い
ま
す
。

■ 

補
充
教
材

教
科
書
の
教
材
に
関
連
す
る
資
料
や
、
発
展
的
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
作
品
な
ど
を
収
録

し
て
い
ま
す
。

※「
現
代
文
編
」「
古
典
編
」で
別
売
に
な
り
ま
す
。

■ 

教
科
書
原
文

教
科
書
教
材
文
の
原
文
デ
ー
タ
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

■ 

朗
読
Ｃ
Ｄ

一
部
の
教
材
に
つ
い
て
、
朗
読
を
収
録
し
た
音
声
Ｃ
Ｄ
で
す
。

■ 

学
習
課
題
ノ
ー
ト

別
売
の
生
徒
用
教
材
『
学
習
課
題
ノ
ー
ト
』
の
デ
ー
タ
を
同
梱
し
て
い
ま
す
。

■ 

教
師
用
教
科
書

教
科
書
の
紙
面
に
、
文
章
構
造
や
要
約
、
口
語
訳
や
文
法
の
解
説
、「
学
習
の
手
引
き
」

の
解
答
例
な
ど
、
授
業
に
役
立
つ
情
報
を
青
字
で
刷
り
込
ん
だ
も
の
で
す
。

指
導
書
別
売
品　

■ 

教
師
用
教
科
書　
本
体
価
格
三
、〇
〇
〇
円
（
税
別
）

指
導
書
の
「
教
師
用
教
科
書
」
と
同
じ
も
の
で
す
。

■ 

指
導
資
料
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版　
本
体
価
格
五
、〇
〇
〇
円
（
税
別
）

※
「
現
代
文
編
」「
古
典
編
」
が
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

指
導
書
の
「
指
導
資
料
」
の
紙
面
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
に
し
た
も
の
で
す
。

生
徒
用
教
材
　

■ 

学
習
課
題
ノ
ー
ト　
本
体
価
格
五
〇
〇
円
（
税
別
）

教
科
書
準
拠
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
で
す
。
別
冊
解
答
に
は
、
自
習
に
も
使
え
る
詳
し
い
解
説

が
付
い
て
い
ま
す
。

指
導
に
役
立
つ
資
料
と
学
習
を
助
け
る
教
材
類

指
導
書
・
教
材

指
導
書・教
材
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■ 漢字の読みフラッシュカード

■ 思考ツール

教材で扱う漢字の読みをフラッシュカードで提示し
ながら確認・学習できます。

デジタルテキストオリジナルのコンテンツも多数収録
しています。

■ コンテンツ一覧

■ オンライン辞書

「フラッシュカード」「図版資料」「人物相関図」など，
さまざまなコンテンツを収録。

授業での提示に特化した指導者用の辞書サイトを
デジタルテキストのリンクからご利用いただけます。

はじめに
●教科書の内容を最大限に活用すること
デジタルテキストでは，教科書本文の拡大提示，付録や図版資料のインデックスおよびその拡大提示など，教科書の
内容を提示用の素材として，最大限に活用することをコンセプトに製作いたしました。
●CoNETSビューア
　平成29年度版からは教科書会社12社が参画して開発した共通プラットフォームCoNETSビューアでのご利用になります。
　▶CoNETSについて（http://www.conets.jp/）
　　 CoNETSビューアでは，先生ごとにユーザーを登録することで，書き込み情報や履歴などをそれぞれに保有すること
ができます。

　　　　　  豊富なコンテンツで授業をサポート指導者用

※画面サンプルはすべて「精選国語総合」となっております。

デジタル教科書
指導者用デジタルテキスト

三省堂は，CoNETSプラットフォームを通じてデジタル教科書を提供してまいります。 ●動作環境 指導者用  （2017年4月現在）
指導者用デジタルテキスト　〈校内フリーライセンス〉※1

OS ライセンス期間 価格 インストール方法

Windows版 教科書利用期間一括※2 40,000円＋税 DVD-ROM /
ダウンロード

※1 校内のすべての端末にインストール可能です。なお，価格は1学年の価格です。
※2 収録されている検定教科書の使用期間中はご利用いただけます。
※3 教師用デジタルテキスト購入校のみ購入できます。
※4 インストールする端末（1端末）ごとにライセンス料金をお支払いいただきます。

学習者用デジタルテキスト　〈1端末1ライセンス〉※3, 4

OS ライセンス期間 価格 インストール方法
Windows版 / iOS版 教科書利用期間一括※2 1,500円＋税 ダウンロード

Windows版
OS Windows 7 SP 1 / Windows 8.1 / Windows 10 （32bit / 64bit 対応）※1

ブラウザ Internet Explorer 11
CPU Intel Core i3以上推奨
メモリ 4GB以上
空き容量 4GB以上（ビューア1GB＋教材3GB）
モニタ True Color（32bit）※2

その他 .NET Framework 4.5以降
Aero設定：ON ※2

動作環境や導入にあたっての条件等は，CoNETSのWebサイトにて最新の情報をご確認ください。 http://www.conets.jp/

 学習者用デジタルテキスト についての特徴や動作環境など，
その他詳細な情報は三省堂教科書・教材サイトをご覧ください。
●体験版DVD-ROMのお申し込みはeメールにてご連絡ください。
　eメールアドレス：info-tbdt@sanseido-publ.co.jp

http://tb.sanseido.co.jp
★三省堂教科書・教材サイト

※  Microsoft，Aero，Internet Explorerおよび Windowsは，米国Microsoft Corporationの，米国およびその他の国における登録商標または商標です。
※1 Windows RTには対応しておりません。　※2 Windows 7の場合のみ。
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